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　これまで栃木県で行っていたパスポートの申請・受取りを、10月１日から、壬
生町役場で行っています。壬生町に住民登録のある方は、栃木県旅券センターや
県の窓口などでのパスポートの申請は、できなくなりましたのでご注意ください。

・壬生町に住民登録をしている方
・栃木県外に住民登録をしているが壬生町に居所がある方（学生・単身赴任等）で、
　居所に居住していることを証明できる方（居所申請）
※居所申請についてご不明な点は、窓口にお気軽にご相談ください。

・申請日からお受取りまでは、（土曜日、日曜日、祝日等
　を除く）６日間程度かかります。申請したパスポートは、
　必ず６ヶ月以内にお受取りください。受領しない場合は、
　受取れなくなります。
※パスポートは年齢に関係なく、本人でなければ受取る
　ことができません。
※パスポートを受取る時に、収入印紙と収入証紙で手数
　料を納めてください。
　（役場パスポート窓口で購入いただけます）

・壬生町役場　民生部町民生活課　パスポート窓口
・申請時間　　（月曜日～金曜日）　午前９時～午後５時　　　　　　　　　　　
・受取り時間　（月曜日）　　　　　午前９時～午後７時
                     （火曜日～金曜日）　午前９時～午後５時
※土曜日、日曜日、祝日、年末年始は除きます。
※日曜日の受取りを希望する方は、壬生町役場で申請の際
　にお申し込みいただければ、県の旅券センター（平成22年中は
　ＪＲ宇都宮駅構内、平成23年からは県庁本館15階）で日曜日に受取ることができます。

10年有効パスポートの発給
５年有効パスポートの発給
12歳未満の方へのパスポートの発給
記載事項の訂正
査証欄の増補
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内　　　訳

収入証紙

問合せ先

（単位：円）

壬生町民生部町民生活課　　　　81－1824　　　
栃木県旅券センター　　　　　　028－638－3811

20歳以上の方は10年用、5年用いずれかの旅券申請が選択でき
ます。未成年（20歳未満）の方は5年用のみの申請となります。

有効期間中の旅券をお持ちの方は、提出しないと申請できません。
残りの期間は切り捨てになります。失効していてもお持ちくだ
さい。

壬生町に住民登録をしている方は、原則不要です。ただし、居
所申請の方は6か月以内に発行された住民票が必要です。

●有効期限内に新しい旅券に切り替える方で、氏名、本籍地等の
　戸籍事項に変更がない方は提出を省略することができます。た
　だし、申請書の本籍欄の記入は省略できません。なお、一時帰
　国者や外国式の氏名でヘボン式でない綴りの表記を希望する場
　合は提出をお願いします。
●戸籍変更の履歴が確認できない場合は、確認できるもの（改製
　原戸籍）を併せて提出していただきます。また、未成年者の場
　合で戸籍内容の確認を要するときは戸籍謄本の提出をお願いす
　ることがあります。
●同一戸籍内の2名以上の方が同時に申請する場合は戸籍謄本1通
　を提出してください。

左図の規格（たて4.5cmよこ3.5cmで、頭頂からあごまでが
3.2cmから3.6cm）を満たしている写真で、ふちなし、正面向き、
無帽、無背景で顔がはっきりと写っているもの（カラー、白黒
いずれでも可）
※旅券用写真としてふさわしくない写真例
　●背景と人物の境目がわかりにくいもの、椅子等の背景があるもの
　●色のついたメガネやレンズに光が反射しているもの。フレーム
　　が目にかかっているもの。カラーコンタクトを着用しているもの
　●髪が目にかかったり、ヘアバンド、マスクなどで頭部や顔
　　などが隠れているもの
　●タートルネック、マフラー等であごの輪郭がはっきりしないもの
　　下着など肌の露出が多いもの
　●デジタル写真等で画質の悪いもの
　規格に合わない写真や旅券用写真としてふさわしくない写真
は受付できませんので撮り直しをお願いすることになります。
〈注意〉
　・ボックス写真等でお撮りになる場合は規格に注意してください。

戸籍抄本＝個人事項証明書
戸籍謄本＝全部事項証明書

2ページ以上のものを本人
が切り離した場合は無効
です。
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申請書には貼らずにお持ちください。

（単位：mm）
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該当するものがないなどの場
合は事前にご相談ください。

〈注意〉
①代理人による申請の場合は
　本人分と代理人分の両方が
　必要です。
②本人確認書類の内容（氏名・
　ヨミカタ・本籍・現住所など）
　が申請書の記載内容と一致
　しているものに限ります。

確認書類が1点でよいもの

★次の場合は２点（B+B）または（B+C）
　B欄のものが１点の場合やＣ欄のものだけでは受付できません。

Ａ
　
欄

運転免許証、日本国旅券（有効旅券または失効後6か月
以内）、住基カード（写真付）、猟銃・空気銃所持許可証、
海技免状、電気工事士免状、宅地建物取引主任者証、船
員手帳、無線従事者免許証、官公庁職員身分証明書（写
真付）、身体障害者手帳（偽造防止、写真付）等

Ｂ
　
欄

健康保険証、国民健康保険証、船員保険証、共済組合員証、
厚生年金手帳（証書）、国民年金手帳（証書）、船員年金
手帳（証書）、共済年金証書、恩給証書、介護保険証、
印鑑登録証明書（登録印も必要）※、後期高齢者医療被
保険者証

Ｃ
　
欄

失効した日本国旅券、身体障害者手帳、医療受給者証、
母子手帳（15歳未満）、在学証明書、会社の身分証明書（写
真付）、学生証（写真付）、公的機関発行の資格証明書（写
真付）
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歳　入

科　目
収入済額　59億3,493万円（収入率50.3％） 執行額　41億1,569万3千円（執行率34.9％）

予算現額
上半期収入済額

予算現額
上半期執行額

町税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

町債

（平成22年９月30日現在）
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共
下
水
道
事

業
、
老
人
保
健
事
業
、
介
護

保
険
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
で

そ
れ
ぞ
れ
１
回
の
補
正
を
行

っ
て
い
ま
す
。

平成22年度上半期

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

0 2 4 6 8 20 3010 40 50 0 5 10 15 20 30 40

1,000万円
569万6千円
100万円
231万6千円
100万円

45億9,447万7千円
27億8万1千円 　1億2,394万8千円

5,936万9千円

　　　　　　　　　　16億2,705万8千円
6億5,147万1千円

　　　　　　　　9億6,498万8千円
2億8,971万3千円

　　　   3億9,653万3千円
6,736万6千円

9万4千円
9万1千円

　　　　1億6,000万1千円
5,240万8千円

   　  3億2,000万円
2億455万5千円

 3,200万円
1,393万1千円
 5,000万円
1,967万2千円

700万円
380万6千円

6,859万6千円
6,859万6千円       21億2,492万5千円

　　
　　14億8,076万9千円

     1億6,358万7千円
6,528万6千円
      2億7,406万7千円
1億6,246万9千円

                   3億8,602万8千円
1,914万4千円

 1,593万1千円
755万5千円

1億3,611万2千円

3千円 
21万5千円

5億8,490万4千円
5億8,490万4千円

9億2,100万円

       　　　　　　　 11億4,068万5千円
4億3,904万円

       　　　　　　　　　  8億660万円
1億448万7千円

(単位：億) (単位：億)

歳　出

科　目

　　　　　　36億5,927万3千円

11億4,492万1千円

　 5億4,224万5千円
4億921万6千円

　         5億8,379万1千円
2億7,753万7千円

1,150万2千円

9億2,997万5千円

3千円

2,000万円

　                     13億1,451万円
5億2,727万6千円

　                                       16億2,399万6千円
2億3,493万6千円

4億5,379万7千円

比率 収入率
50.3％ 比率 執行率

34.9％
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町発展への功績をたたえ
自治功労者を表彰

町発展への功績をたたえ
自治功労者を表彰

　永年にわたり、町政の推進、福祉の増進及び教育、文化の振興等で多大な功績を残さ
れた方々をたたえる「壬生町自治功労者表彰式」が11月４日、役場正庁で行われました。
　今年は、特別功労賞２名の方を含む21名の方々が受賞されました。

受賞者（敬称略）（50音順）

○８年以上町長の職にあった方……………………………
○８年以上副町長の職にあった方…………………………

清水　英世
神永　榮　

　し みず　　ひで よ

かみなが　　さかえ

特別功労賞

○８年以上町議会議員の職にあった方……………………

○20年以上国又は県からの委嘱による非常勤の
　特別職にあって功績があったと認められる方…………

○前後職を異にし通算により対象となる方………………

○20年以上町職員として勤務し、成績優れ功績
　があったと認められる年齢50歳以上の方………………

大島　菊夫　　落合　誠記
細井　敬一

粂川　里子　　橋本　紘一
三上　光一

稲垣　芳三　　神門　銕三
　　　　　　　（代理・神門芙美子）
佐藤　豊忠　　早乙女幸一
玉田　洋子　　山岸　英夫
葭葉　一男

臼井　明　　　榎本　安夫
門口　登　　　木野内友明
須釜　修一　　谷原千代子

おおしま     きく  お　　　　　おちあい　　せい  き

ほそ い      よしかず

くめかわ　　さと こ　　　  　はしもと　　 こういち

 み かみ      こういち

いながき　　 よしぞう　　　　 こう  ど　　 てつぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こう ど  ふ　み　こ

  さ とう　　とよただ　　　　 そ う と め　 こういち

たま だ　　 よう こ　　　　　やまぎし　　 ひで お

よし ば　　 かず お

うす い　　 あきら　　　　　 えのもと　　 やす　お

かどぐち　　のぼる　　　　　　 き　の うち とも あき

  す がま　　しゅういち　　　　　や ばら ち　よ　こ

功　労　賞
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審査結果は、次のとおりです。

◎第３次審査（中央審査）
　財団法人明るい選挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会会長賞
　鈴木　春香（壬生小５年）

◎第２次審査（県）入賞 
　入　選　石川　茉奈（壬生小３年）　　　

　　〃　　藤原実乃里（壬生東小５年） 

　　〃　　飯野　航平（壬生東小６年）

　　〃　　武藤　悠加（壬生東小６年）              　

　　〃　　金田紅美子（壬生中２年）            

　　〃　　和久井夏生（壬生中３年）          

   佳　作　只隈　美有（壬生小６年）

　　〃　　越谷　巴香（壬生東小５年）  　　　

　　〃　　鈴木　優斗（睦小５年）

　　〃　　南雲　瑞希（睦小６年）

　　〃　　吉田　千華（壬生中１年）

　　〃　　倉持　友美（壬生中２年）

　　〃　　佐藤美帆奈（壬生中２年）

いしかわ　　 ま　な　

ふじわら み　の　り

いい の　　 こうへい

　む とう　　 ゆ　か

かね た　く　み　こ

　わ　く　い なつ き

ただくま　　 み　ゆ

こしがや　　とも か

すず き　　 ゆう と

 なぐも　　　みずき

よし だ　　　ち　か

くらもち　　とも み

　さ とう み　ほ　な

くろかわ　　あき の

かわしま　　その こ　

うす い　　　し おり

くめかわ　　なぎさ

もり た　ゆ　か　り

　さ とう　　はる こ

しらさわ　　ゆう　や

かんざわ　　　な　お

すず き　　　り　な

　ひ　の　はら　み　く

なかがわ　　　み　き

◎第１次審査（町）入選

　黒川　暁乃（藤井小６年）　　粂川　　　（壬生中２年）

　川島　苑子（壬生中３年）　　森田有加里（南犬飼中１年）

　臼井　志織（南犬飼中３年）　佐藤　遥子（南犬飼中３年）

◎下都賀郡町村選挙管理委員会連合会入選
　白澤　佑耶（壬生小５年）　　日野原未来（壬生小６年）

　神澤　奈央（壬生東小５年）　中川　深喜（南犬飼中１年）

　鈴木　里奈（南犬飼中１年）

壬生小５年

鈴木　春香

平成22年度明るい選挙啓発ポスターコンクール

中央審査（第３次審査）で鈴木春香さんが受賞
県審査（第２次審査）で合計14人が入賞

すず き　　 はる か

すず き　　 はる か

　明るい選挙啓発運動の一助とするため、全国の児童生徒のみなさんを対象とした「第62回明る
い選挙啓発ポスターコンクール」が行われました。
　県内の小・中・高生から、総数2,724点の作品が寄せられ、第１次審査（市町村単位）を通過した、
560点が第２次審査（県）に出品されました。
　本町においても133点にのぼる作品の応募があり、その中から優秀作品として第２次審査推薦作
品20点、下都賀郡町村選挙管理委員会連合会入選作品５点が選ばれました。
　第２次審査の結果、本町では鈴木春香さ
ん（壬生小５年）の作品が優秀賞に輝いた
ほか、入選に６点、佳作に７点が選ばれ、
合計14点が入賞するすばらしい成績を上げ
ました。
　更に、鈴木春香さんの作品は、第３次審
査（中央審査）にて、財団法人明るい選挙
推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連
合会会長賞も受賞する快挙を成し遂げました。



生
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
町
自
治

会
連
合
会（
布
施

木
善
作
会
長
）主

催
に
よ
る
、「
平
成

22
年
度
町
政
懇

談
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
、

各
自
治
会
長
さ
ん
、

町
か
ら
は
、町
長
、

副
町
長
、教
育
長
、

総
務･

民
生･

経
済･

建
設
・
上
下
水
道

の
各
部
長
、教
育

次
長
、会
計
管
理
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
小
菅
町
長
か
ら
は
行
財
政
運
営
の
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。事
前
に
各
自

治
会
長
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
に

つ
い
て
担
当
部
長
か
ら
回
答
の
あ
と
質
疑
応

答
が
あ
り
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ     

せ

ぎ
　 

ぜ
ん
さ
く

こ   

す
げ

 
10
月
22
日
、
壬

8

　町では、町内の小・中学校から募集しました「納税に関するポスター標語」を、「税を考える週間」
（11月11日～17日）に合わせて、役場町民生活課窓口前の町民ホールに展示しました。
　これは、次代を担う児童・生徒が夏休み期間中に「納税に関するポスター標語」を作成すること
により、家族みんなで税について考え、税についてより関心と理解を深めていただこうと、町内の
小学６年生と中学２年生を対象に毎年実施しています。
　今年も総数614点の作品が応募され、最優秀賞２点、優秀賞10点及び佳作28点を表彰し、その中
から最優秀賞及び優秀賞12点を展示したものです。

税を考える週間（11月11日～17日）

納税の推進に関するポスター標語を展示納税の推進に関するポスター標語を展示納税の推進に関するポスター標語を展示

　◆
最
優
秀
賞

　
吉
田
　
 
芽
衣
（
睦
小
６
年
）

◆
優
秀
賞

　
日
野
原
 
未
来
（
壬
生
小
６
年
）

　
荒
川
　
 
涼
麻
（
睦
小
６
年
）

　
谷
口
 
　
創
一
（
睦
小
６
年
）

　
南
雲
　
 
瑞
希
（
睦
小
６
年
）

　
伊
藤
　
 
彩
貴
（
安
塚
小
６
年
）

◆
最
優
秀
賞

　
高
橋
　
 
伽
音
（
壬
生
中
２
年
）

◆
優
秀
賞

　
佐
藤
 
美
帆
奈
（
壬
生
中
２
年
）

　
茂
田
井
 
彩
香
（
壬
生
中
２
年
）

　
青
木
　
 
夕
奈
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
粂
川
　
 
梓
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
佐
藤
 
萌
々
恵
（
南
犬
飼
中
２
年
）

よ
し
だ
　
　
　
 
 
め
　
い

 

ひ
　
の
は
ら
　
 
み
　
く

あ
ら
か
わ
　
　
 
 
 
り
ょ
う
ま

た
に
ぐ
ち
　
　
 
 
そ
う
い
ち

 

な
ぐ
も
　
　
 
み
ず
き

 

い
と
う
　
　
　
 
さ
　
き

た
か
は
し
　
　
 

か
の
ん

 
 

さ
と
う
　
 
 
み
　
ほ
　
な

 
 

も
　
た
　
い
 
 
 
あ
や
か

あ
お
き
　
　
　
 
 
ゆ
う
な

く
め
か
わ
　
　
 
 
あ
ず
さ

 
 

さ
と
う
　
 
 
も
　
も
　
え
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11
月
23
日
、
壬
生
町
消
防
団
（
関
本
和
夫
団
長
 
以
下
2
0
3
名
）
に
よ

る
壬
生
町
消
防
団
通
常
点
検
が
雨
天
の
た
め
町
体
育
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
関
係
殉
職
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
多
数
の
御
来
賓
臨
席
の
も
と
、

人
員
並
び
に
服
装
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
に
、
消
防
団
員
に
よ
る
一
糸
乱
れ
ぬ
分
列
行
進
が
披
露
さ
れ
、
続
い
て
、

石
橋
地
区
消
防
組
合
の
職
員
に
よ
る
救
急
救
助
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
菅
町
長
よ
り
「
本
日
の
点
検
の
士
気
を
維
持
し
、
こ
れ
か
ら

も
４
万
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
に
消
防
活
動
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
」
と
の
訓
示
が
あ
り
、
続
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力

し
た
団
員
や
、
優
良
部
、
退
団
者
、
消
火
消
防
業
務
協
力
者
な
ど
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

壬
生
町
消
防
団

　
　
　
通
常
点
検
を
実
施

表
彰
者
（
敬
称
略
）

第
三
分
団
分
団
長
　
　
 
河
野
邉
喜
信

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
長
表
彰

感
謝
状
贈
呈

壬
生
町
長
表
彰

か
わ
の
 
べ
よ
し
の
ぶ

 

と
さ
き
よ
　
し
　
お

 
 
 
 
 
 

お
お
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し
　
　
こ
う
い
ち

 
 
 
 
 
 
 
 

お
お
が
き
　
　
や
す
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ろ

あ
き
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た
　
　
ま
さ
み

せ
い
の
　
　
　
ま
さ
ひ
ろ

い
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か
わ
　
　
の
ぶ
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あ
ら
か
わ
　
　
ま
さ
み

そ
う
と
　
め
ま
さ
ひ
さ

て
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ま
　
　

く
に
も
り

く
め
か
わ
　
　
や
す
ひ
ろ

い
で
い
　
　
く
に
ひ
こ

さ
か
た
　
　
か
ず
の
ぶ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

き
 
の
う
ち
た
か
ゆ
き
 
 
 
 

せ
き
ね
 
 
と
も
ゆ
き

ま
つ
や
ま
 
 
て
つ
や

あ
 
く
 
つ
た
か
の
り

や
ま
か
わ
 
 
と
も
ひ
ろ

 
ゆ
ざ
わ
 
 
ひ
ろ
き

あ
ら
か
わ
 
 
た
だ
し

と
み
い
 
 
ひ
ろ
ゆ
き

あ
お
き
 
 
の
ぶ
よ
し

そ
う
と
　
め
ひ
で
あ
き

う
え
だ
 
 
た
か
ま
さ

か
わ
ら
い
 
 
け
ん
じ

ふ
か
つ
 
 
ま
さ
る

わ
た
な
べ
 
 
か
ず
ゆ
き

く
め
か
わ
　
　
の
り
か
ず

せ
き
も
と
か
ず
お

壬
生
町
消
防
団

　
　
　
通
常
点
検
を
実
施

壬
生
町
消
防
団

　
　
　
通
常
点
検
を
実
施

こ
す
げ

◎
功
績
章

副
団
長
　
　
　
　
　
　
　
戸
崎
代
志
夫

◎
勤
続
章
25
年

副
団
長
　
　
　
　
　
　
　
大
　
 
公
一

◎
勤
続
章
10
年

第
三
分
団
第
一
部
部
長
　
大
垣
 
恭
宏

◎
功
績
章
８
年

第
三
分
団
第
五
部
部
長
　
秋
幡
　
真
実

第
三
分
団
第
四
部
団
員
　
清
野
　
正
浩

第
三
分
団
第
五
部
団
員
　
市
川
　
伸
幸

◎
勤
続
章
５
年

第
二
分
団
第
一
部
部
長
 
荒
川
 
正
己

第
二
分
団
第
三
部
部
長
 
早
乙
女
昌
久

第
三
分
団
第
二
部
部
長
 
天
間
 
国
守

第
三
分
団
第
四
部
部
長
 
粂
川
 
康
弘

第
一
分
団
第
三
部
班
長
　
出
井
 
邦
彦

第
二
分
団
第
一
部
班
長
　
坂
田
　
和
信

第
二
分
団
第
三
部
班
長
　
木
野
内
隆
行

第
一
分
団
第
一
部
団
員
　
関
根
 
智
之

第
一
分
団
第
二
部
団
員
　
松
山
 
哲
也

第
一
分
団
第
四
部
団
員
　
阿
久
津
隆
紀

第
一
分
団
第
四
部
団
員
　
山
川
　
知
宏

第
一
分
団
第
四
部
団
員
　
湯
澤
　
啓
紀

第
二
分
団
第
一
部
団
員
　
荒
川
　
忠
士

第
二
分
団
第
一
部
団
員
　
冨
居
　
裕
之

第
二
分
団
第
二
部
団
員
　
青
木
　
伸
佳

第
二
分
団
第
二
部
団
員
　
早
乙
女
英
明

第
三
分
団
第
二
部
団
員
　
上
田
　
孝
政

第
三
分
団
第
三
部
団
員
　
瓦
井
　
健
之

第
三
分
団
第
三
部
団
員
　
深
津
　
勝

第
三
分
団
第
三
部
団
員
 
渡
邉
 
和
幸

第
三
分
団
第
五
部
団
員
 
粂
川
 
哲
一

◎
優
良
部

第
一
分
団
第
五
部
　
　
第
三
分
団
第
一
部

◎
勤
続
章
25
年

副
団
長
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
公
一

◎
勤
続
章
10
年

第
三
分
団
第
一
部
部
長
　
大
垣
　
恭
宏

◎
勤
続
章
５
年

（
栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表

彰
と
同
じ
）

◎
優
良
部

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

第
一
分
団
第
一
部
　
第
三
分
団
第
一
部     

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

第
一
分
団
第
五
部
　
第
二
分
団
第
五
部   

◎
努
力
部

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

第
二
分
団
第
一
部 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

第
一
分
団
第
三
部 

◎
平
成
21
年
度
退
団
者

粕
尾
　
智
史
　
他
40
名

◎
消
防
業
務
協
力
者

安
塚
直
売
店
コ
ス
モ
ス
の
店

◎
貯
水
槽
建
設
土
地
協
力
者

原
宿
自
治
会

◎
内
助
の
功
表
彰

部
長
　
大
垣
　
恭
宏
　
令
夫
人
　
公
映

お
お
は
し
 
 
こ
う
い
ち

お
お
が
き
 
 
や
す
ひ
ろ

か
す
お
 
　
さ
と
し

お
お
が
き
 
 
や
す
ひ
ろ
 
 
　
　
 
 
 
 
 
 
き
み
え
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ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯の方が、
日常生活を営む上で不便な、家の周りの手入れ
や除草等をシルバー人材センターに委託し、そ
の費用の一部を町が援助します。

軽度生活援助事業

ひとり暮らしまたは高齢者のみ世帯等の方や身
体障がい者の方で食事の調理が困難な方を定期
的に訪問し、栄養バランスのとれた昼食を提供
するとともに、配達の際に声かけをするなどの
交流を持つことにより安否確認を行います。

　町では、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯の方に対して、
介護予防・生活支援等の各種事業を提供しています。
　概要は次のとおりです。

配食サービス事業
下肢が不自由で、一般の公共交通機関の利用が
困難なため、病院などへの通院が不自由な、ひ
とり暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯の方に
対し、タクシーの「利用券」を交付し、外出の
支援を行います。

外出支援サービス事業

介護保険が適用にならないひとり暮
らし高齢者及び高齢者のみ世帯の方で、
日常生活を営むうえで介助
が必要な方にホームヘルパ
ーを派遣し調理・洗濯・掃除・
買い物等の家事援助、外出時
の付添等の援助をします。

緊急事態に機敏に行動することが困難な、ひと
り暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯の方に安否
確認及び緊急時の連絡に、ボタンを押すだけで
受信センターに連絡できる、便利な通報システ
ム等を貸与します。

介護保険で「要介護１～５」に認定された方で、
在宅で紙おむつを使用している方に、紙おむつ
を購入できる「給付券」を支給します。

紙おむつ給付事業

安否確認及び緊急通報
システム等貸与事業

介護保険が適用にならない高齢者の方に、老人
保健施設への通所により「入浴サービス」・「健
康チェック」・「送迎サービス」等のサービス
を提供し、心身機能の維持向上並びに家族の負
担の軽減を図ります。

日帰り介護
（デイサービス）事業

寝具の衛生管理が困難な概ね６５歳以上のひと
り暮らし及び高齢者世帯の方等に寝具の洗濯及
び乾燥消毒を年２回程度提供します。

寝具洗濯乾燥消毒事業

軽度生活援助事業

配食サービス事業 外出支援サービス事業

紙おむつ給付事業

安否確認及び緊急通報
システム等貸与事業

日帰り介護
（デイサービス）事業

寝具洗濯乾燥消毒事業

生活支援ホームヘルプ事業生活支援ホームヘルプ事業
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◆火災警報器設置費助成事業　◆家族介護教室
◆高齢者家庭介護者助成事業　◆老人保護措置事業

以下の事業も実施しております。

詳しくは、●町健康福祉課    　８１-1830
へおたずねください。（いずれも町健康福祉課への申請が必要です。）

運動・食生活について、講話と実践を行い総合的に学ぶ場を提
供し、自らの「明日」や「未来」が似合う、健康で意欲的な高
齢者を育成することを目的に、年10回程度の教室を開催します。

ときめき未来倶楽部事業ときめき未来倶楽部事業

●体力測定
●運動講話（運動の効果や、実施
　の注意点を学ぶ）
●運動実践（いろいろな運動を体
　験して運動の楽しさを理解して
　いただく）
●レクリエーション（ウォークラ
　リー、水中運動、軽スポーツ等）
●調理実習
●栄養講座
●効果測定

主な活動内容

生きがい活動支援通所事業生きがい活動支援通所事業（いきいきサロン）（いきいきサロン）生きがい活動支援通所事業（いきいきサロン）
通所可能な概ね65歳以上の高齢者の方を対象に、趣味活動や健
康維持のための運動や楽しい遊びを通して、生きがいを持って
いただく場を提供し、閉じこもりを予防するお手伝いをします。

みんなで楽しく、手の運動

いつも食べているご飯は、何グラム食べている？ 分担しながら調理開始！

みんな熱心に栄養講和を聞いています

３地区の参加者の交流

腕の筋肉を鍛えましょう

 足腰に負担のかからない水中運動

おいしそうに出来あがりました



平成21年度壬生町国民健康保険特別会計の財政状況

○総　務　費…………職員給与費・レセプト審査料等
○保険給付費…………療養給付費・高額療養費等
○後期高齢者支援金…後期高齢者医療費に対する支援金
○老人保健医療費拠出金…老人保健医療費に対する拠出金
○介護納付金…………40～64歳の被保険者の介護納付金
○共同事業拠出金……高額医療費共同事業拠出金等
○保健事業費…………特定健診・人間ドック助成金等

○国民健康保険税…皆様が負担する保険料　
○国庫支出金………医療費等に対する国の負担分
○療養給付費等交付金…退職被保険者等に対する交付金
○前期高齢者交付金…65～74歳の方の医療費に対する交付金
○県 支 出 金………医療費等に対する県の負担分　
○共同事業交付金…高額な医療費等に対する交付金
○繰　入　金………一般会計から国保会計への繰入金

12
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国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付額確認書等について

☆社会保険に加入された方へ☆

　現在、職場の社会保険に加入し、職場から保険証が交付されているのに、
町の国民健康保険証も交付されている方は、国民健康保険の喪失の手続き
がされていませんので、下記のものを持参し、役場町民生活課窓口もしく
は各出張所において、速やかに国民健康保険の喪失手続きをしてください。

～支払う必要のない国民健康保険税を支払っていませんか？～

　確定申告をされる場合、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の領収書は、社
会保険料控除の控除額を確認するための大切な資料となりますので、紛失しないようにしてくだ
さい。
　口座振替で納付されている方は、１月下旬に控除の証明となる口座振替済通知書を送付する予
定です。また、口座振替で一括納付された方は、本年８月末に送付しております。
　領収書等を紛失された場合は、納付額確認書を発行いたしますので、運転免許証等の本人確認
ができる書類をお持ちのうえ、町税務課収税係までお越しください。
　また、年金から国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料を天引きされている方に
ついては、日本年金機構より送付される年金の源泉徴収票の社会保険料の欄に納付額が記載され
ていますので、参照してください。
（源泉徴収票は、確定申告等で必要となりますので紛失しないようにしてください）

　国民健康保険に加入していた方が、職場の社会保険に加入された場合、14日以内に町役場に国
民健康保険の喪失の届出をしていただくことになっております。（自動的に国民健康保険の資格
は喪失しません）
　喪失の届出をしていただかない限り、職場の社会保険と町の国民健康保険に二重に加入するこ
とになり、社会保険の保険料を支払いながら、二重に国民健康保険税も支払わなければならず、
本来なら支払う必要のない国民健康保険税がいつまでも課税され続けることになってしまいます。

★社会保険に加入した場合や他市区町村へ転出した場合等、本来なら壬生町国民健
　康保険の資格がないのにもかかわらず、医療機関等で壬生町国民健康保険証を使
　用することは絶対にしないでください。
★社会保険を喪失した場合にも、速やかに国民健康保険加入の手続きをしてください。

ご持参いただくもの ①加入した社会保険証　②国民健康保険証　③印鑑

◎問合せ先　●町総務部税務課収税係　　　81－1816

◎問合せ先　●町民生部保険環境課国保医療係　　　81－1836
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もり   た   えき   お

くり はら よし   こ

　10月28日、壬生町保健福祉センターにおいて、イオンリテール株式会社（ジャスコみぶ店）、株式会社カス
ミ（カスミ壬生店）、株式会社新優本店（シンユーストア）、とちぎコープ生活協同組合（コープおもちゃのま
ち店）、株式会社ヤオハン（ヤオハンおもちゃのまち店）、壬生町消費者友の会、壬生町女性会、壬生町母親ク
ラブ、プラチナキッズ、壬生町商工会、町、県に
より、「壬生町レジ袋削減推進協議会」が設立さ
れました。
　この協議会は、協働によるレジ袋削減を推進す
るため、レジ袋の無料配布の中止を推進する取組
内容の検討や普及啓発などを協議していきます。
　会議では、会長に、森田益夫副町長、副会長に、
栗原芳子壬生町消費者友の会会長をそれぞれ選出し、
森田副町長は、「レジ袋削減の動きが大きく進展
するよう行政としてバックアップしたい」とあい
さつし、協定書の内容などを協議しました。

町民生部　保険環境課　環境保全係　　81－1834問合せ先

　11月25日、役場正庁において、町内の大手
食品スーパー５事業者、消費者団体、子育て支
援団体、商工会、町など11団体による、「壬生
町におけるレジ袋削減に関する協定」締結式が
行われました。
　この協定は、事業者、消費者、行政、それぞ
れが役割を定めて、協働による「レジ袋削減」
を推進するためのものです。
　これにより、すでにレジ袋の無料配布を中止
しているカスミ壬生店、コープおもちゃのまち店、
シンユーストアに続き、来年３月１日からジャ

スコみぶ店、ヤオハンおもちゃのまち店がレジ袋の無料配布中止を実施します。
　レジ袋の削減は、消費者の皆様が、日常生活の中でできる環境にやさしい取り組みのひとつです。マイ・
バッグ、マイバスケット等を持参して、環境にやさしいお買物にご協力をお願いします。

 少子高齢化を迎え、町民の５人に１人が65歳
以上という状況の中、老人クラブはその活動の
活性化が求められています。壬生町老人クラブ
連合会では、老人クラブのイメージアップと加
入促進を図るため、愛称の募集をしたところ、
町内の14歳から91歳までの方から149点の応募
があり、その中から田中シン子さんが応募され

た「生き生きとした高齢者」と「町民に親しま
れている壬雷」をイメージした『いきいき壬雷
クラブ』に決定しました。
 今後は、老人クラブ事業を『いきいき壬雷ク
ラブ』事業として実施していきます。
※壬生町の老人クラブには、60歳以上であれば
　どなたでも入会できます。

壬生町老人クラブ連合会の愛称が『いきいき壬雷クラブ』に決定しました

詳しくは、いきいき壬雷クラブ事務局（町社会福祉協議会事務局）　８２－７８９９まで

た なか　　　　　こ

み ら い



平成23年

13：30 ～ 16：00（開場 13：00）

（城址公園ホール）

１月22日 土

会 場

日 時

壬生中央公民館
大ホール

●第１部　（１３：３０～１４：２０）
　・開会行事
　・アトラクション
　　（町文化協会音楽部によるコーラス）

●第２部　（１４：３０～１６：００）

　・山本コウタロー氏による講演会

●会場定員　1,000名
※先着順となります。満席の際はご容赦ください。

無料託児サービスあります（要予約） 手話通訳を実施します

主催　壬生町女性団体連絡協議会・壬生町教育委員会

○託児につきましては、事前申込みが必要です。下記問い合わせ先へ、住所・氏名・年齢・電話番号をご連絡ください。
　（１歳６ヶ月以上の未就学児が対象で 定員 10名：先着順 ）
○駐車場に限りがありますので、乗り合わせのうえご来場ください。

○当日会場ロビーには、町内女性団体の活動内容を展示しております。来場の際には、是非お立ち寄りください。

～問い合わせ先～
　　壬生町教育委員会 生涯学習課 社会教育係
　　電　話　０２８２－８１－１８７３　　ＦＡＸ　０２８２－８２－０９３５

・フォークシンガー、白鴎大学教授。
・1948年9月7日東京都生まれ。
・大学在学中‘ソルティー・シュガー'で「走れコウタロー」が
大ヒットし、日本レコード大賞新人賞を受賞。大学卒業翌年に
は“山本コウタローとウィークエンド’で「岬めぐり」が大ヒ
ット。TVラジオのパーソナリテイ・司会をはじめ、講演等に活
動の幅を広げる。1999年白鴎大学教授に就任。2005年デビュ
ー35周年を迎え「ほぼウィークエンド」で音楽活動再開。ライ
フパートナーとの「自然な関係」を通じて、夫婦別姓や女性の
社会進出、男女共同参画等の意義を長年社会に問いかけている。

やま   もと

～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～～～

平成22年度壬生町男女共同参画講演会
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11
月
３
日
、
町
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
を
会
場
に
、
「
第
28
回
壬
生
町

総
合
産
業
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
は
、
陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
に
沿
っ
て
数
多
く
の
出
店
・
展
示

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
松
山
美
由
紀
さ
ん
に
よ
る
町
民
の
歌

独
唱
、
商
工
会
長
や
町
長
、
来
賓
に
よ
る
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
ち
び
っ

こ
お
囃
子
や
ワ
ン
ワ
ン
シ
ョ
ー
、
よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
と
な
っ
た
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
、
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
や
フ
ァ
フ
ァ
、
パ
ト
カ
ー
・
消
防
車
の
展
示
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
壬
生
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
し
て
、
町
商
工
会
青
年
部

が
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
る
『
み
ぶ
の
カ
ミ
ナ
リ
汁
（
か
ん
ぴ
ょ
う
の
卵
と
じ
汁
）
』

の
実
演
販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
新
し
い
壬
生
の
名
物
に
舌
鼓
を
打

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
壬
生
町
共
通
商
品
券
の
販
売
で
は
、
今
年

も
朝
早
く
か
ら
長
蛇
の
列
と
な
る
大
変
な
人
気
で
、
午
前
中
に
は
売
り
切

れ
と
な
り
ま
し
た
。

壬
生
町
総
合
産
業
ま
つ
り
開
催

壬生町総合第28回
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こ
す
げ

みぶハイウェーパーク

　
11
月
20
日
か
ら
23
日
の
４
日
間
、
み
ぶ
ハ
イ
ウ
ェ
ー
パ
ー
ク
に
お
い
て
、

開
設
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
ぶ
ハ
イ
ウ
ェ
ー
パ
ー
ク
は
、
昨
年
10
月
23
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
11
月
１
日
に
は
つ
い
に
来
場
者

が
２
０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
20
日
の
記
念
式
典
で
は
、
町
民
の
歌
斉
唱
、
小
菅
町
長
の
式
辞
、
１

年
経
過
報
告
、
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
、
記
念
植
樹
を
行
い
１
周

年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
産
農
産
物
「
み
ぶ
の
妖
精
」
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ミ

ー
ナ
」
の
着
ぐ
る
み
が
初
披
露
と
な
り
、
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園
の
「
ピ

ッ
ピ
」
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の
「
壬
雷
ち
ゃ
ん
」
と
共
に
ス
テ
ー
ジ
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
南
犬
飼
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
苗
木
の
無
料
配
布
、

模
擬
店
の
出
店
な
ど
が
行
わ
れ
、
４
日
間
で
３
万
５
千
人
以
上
の
お
客

様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
会
場
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

南犬飼中学校吹奏楽部による演奏

ミーナピッピ 壬雷ちゃん

ま
つ
や
ま
み
　
ゆ
　
き

１周年記念イベント開催１周年記念イベント開催１周年記念イベント開催１周年記念イベント開催

産業まつり開催

み

ら
い
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第
７
回
み
ぶ
っ
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

 

10
月
24
日
、
第
７
回
み
ぶ
っ
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
（
主
催
　
壬
生
町
子

ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
・
壬
生
町
教
育
委
員
会
）
が
、
町
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
下
学
年
の
部
（
小
学
校
１
〜
３
年
生
）
９
チ
ー
ム
１
０
８
名
、
上

学
年
の
部
（
小
学
校
４
〜
６
年
生
）
11
チ
ー
ム
１
０
７
名
、
合
計
20
チ
ー

ム
２
１
５
名
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
か
れ
て
予
選
リ
ー
グ

を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
１
位
の
チ
ー
ム
が
決
勝
リ
ー
グ
を
戦
い
ま
し
た
。

ど
の
試
合
も
手
に
汗
握
る
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
好
成
績
！

　
10
月
17
日
、
24
日
に
県
内
各
地

で
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
壬
生
町
チ
ー
ム
は
13
種
目

に
出
場
し
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
が
優
勝
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が

準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
昨
年

に
引
き
続
き
見
事
連
覇
を
飾
り
、
喜

び
に
沸
い
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
in
み
ぶ
開
催

　
10
月
31
日
、
壬
生
町
総
合
運
動

場
体
育
館
に
お
い
て
、
第
24
回
全
国

ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

ス
ポ
レ
ク
　
エ
コ
と
ち
ぎ
　
２
０
１
１

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
in
み
ぶ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
幼
年
か
ら
一
般
ま
で

84
名
の
選
手
が
参
加
し
、
基
本
動
作
、

個
人
戦
、
団
体
戦
な
ど
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
11
月
５
日
（
土
）か
ら
８
日

（
火
）ま
で
、
栃
木
県
下
各
地
で
全
国

ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

ス
ポ
レ
ク
　
エ
コ
と
ち
ぎ
　
２
０
１

１
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
壬
生
町
で
は
、

６
日（
日
）に
フ
リ
ー
参
加
種
目
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

試 合 結 果

○
下
学
年
の
部

優
　
勝
　
ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー

　
　
　
　
（育
成
会
名
　
城
内
、
城
南
、

　
　
　
　
万
町
、
東
下
台
）

準
優
勝
　
中
泉
・
助
谷
・
助
谷
原

　
　
　
　
（中
泉
、
助
谷
、
助
谷
原
）

第
３
位
　
至
宝
南
Ｄ
・
六
美
南
部
Ｂ

　
　
　
　
（至
宝
町
南
、六
美
町
南
部
）

‥

‥

○
上
学
年
の
部

優
　
勝
　
レ
ッ
ド
タ
イ
ガ
ー

　
　
　
　
（育
成
会
名
　
下
表
町
、

　
　
　
　
東
下
台
、
万
町
）

準
優
勝
　
至
宝
南
Ａ
（
至宝
町
南
）

第
３
位
　
上
田
（
上
田
）

・上学年の部　優勝チーム

・下学年の部　優勝チーム



ヒューマンフェスタ栃木
オープニングに出演
　　壬生少年少女合唱団
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おおしま　　　　たけ

くら い　　　　 ふく じ

やま だ

ほう し　ど　　 ひろ こ

さかもと　　　　まさ こ

　10月２・３日に宇都宮マロニエプラザで行
われたヒューマンフェスタ栃木2010の初日、
壬生少年少女合唱団が元気な歌声でオープニ
ングを飾りました。特設会場で十八番のオペ
ラ「くるみ割り人形」や「風になりたい」を
披露した後、開会式で人権啓発キャラクター
ソング「世界をしあわせに」を会場の皆さん
と合唱して、フェスタの開幕に花を添えました。

栃木県民生委員児童委員大会開催

栃木県民生委員児童委員協議会会長表彰
　民生委員・児童委員　大島　　丈　　さん
　　　　　　　　　　　倉井　　福治　さん
　　　　　　　　　　　山田　キクエ　さん
　　　　　　　　　　　寶示戸　宏子　さん
　　　　　　　　　　　坂本　　政子　さん

　10月14日、第20回栃木県民生
委員児童委員大会が、県内各地
で活躍する民生委員児童委員、
関係者が一堂に会し、誰もがい
きいきと暮らせる安全で安心な
地域づくりのために、民生委員
児童委員活動の一層の充実をめ
ざすことを目的に開催されまし
た。その席上、長年、民生委員・
児童委員として地域福祉の向上
に尽力されたことにより次の方
が表彰を受けられました。

山田さん倉井さん 大島さん

坂本さん寶示戸さん
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焼きいもおいしいな
　10月26日、いなば保育園とメリーランド保育園の園児た
ちが、下稲葉の農免道路沿いの畑でさつまいもの収穫を行
いました。
　下稲葉食育応援隊（木村春男隊長）のメンバーが、あらか
じめさつまもの蔓を切って掘り出しやすいように準備してく
れていた畑には、４ヶ月前に園児たちが植えた「ベニアズマ」
が大きく育っており、みんなで一生懸命にさつまいもを掘って、
ビニール袋いっぱいに詰めました。収穫した後は、焼きあが
ったばかりの熱々の焼きいもを、美味しくいただきました。

「睦コミュニティ文化祭」を開催！

文化の秋を楽しむファミリーフェスティバル
安塚コミュニティ
文化の秋を楽しむファミリーフェスティバル
安塚コミュニティ

　10月31日、睦地区コミュニティ推進協議会は第17回睦
コミュニティ文化祭を、睦コミュニティセンターおよび
栃木銀行駐車場を会場に開催しました。
　会員作品・児童作品・一筆啓上の色紙展示、ゴスペルソ
ング、講演会などが行われ、焼きそば・けんちん汁・フラン
クフルトなどの模擬店コーナーには、長蛇の列ができました。
　また、中野正人講師（町歴史民俗資料館学芸員）の講
演「壬生の生んだ偉人たち」により、壬生町への誇りと
愛着を深めることができ、とても有意義な一日でした。

　安塚地区コミュニティ推進協議会（瓦井研三会長）は、
メイン日を10月31日として、「第１回ファミリーフェ
スティバルin安塚」を安塚コミュニティセンターおよび
南犬飼公民館において開催しました。
　この催しは、従来実施していた作品展・カラオケ大
会を統合し、さらに出場演目を拡大し、家族向けの行
事も積極的に取り入れ幅広い層が参加できるように、
のど自慢・ステージ発表・ミニコンサート・そば打ち
教室・お茶会・竹トンボ教室・フリーマーケット・縁日コーナーなど多彩な行事を実施したもので、約350名の
参加者は、それぞれ思い思いに関心のある行事に参加して文化の秋を楽しんでいました。

ミニコンサートでのバンド演奏

なか の まさ と

かわらい けんぞう

き むらはる お

三立調査設計株式会社
建設コンサルタント・補償コンサルタント
測量業・一級建築士事務所　登録
本　社　小山市大字大行寺９０３番地
電　話　０２８５（２５）２５３５
ＦＡＸ　０２８５（２５）１６４８
E-mail：soumu@sanritsu-sekkei.co.jp



平成22年秋の叙勲
清水英世氏（前町長）が
「旭日小綬章」を受章
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　前町長の清水英世氏が、５期20年にわたり町長
職として、地方自治の振興発展に貢献してきた功
績が特に顕著であると認められ、11月３日に地方
自治功労の分野で「旭日小綬章」を受章されました。

ふれあいレクリエーション大会開催
　11月７日、上町自治会（稲葉敏行会長）では、松寿会・子
ども育成会の協力により、「お年寄りと子どもとのふれあい
レクリエーション大会」を開催しました。
　町民の歌を斉唱し、しっかりと準備運動をしてから競技が
スタート。「紅白玉入れ」「お団子運びリレー」などが行われ、
「幸運探し」では小菅町長も参加されるなど、大会は大いに
盛り上がりました。
　また、競技の合間には、バルーンアートや焼きいも、魚す
くいなどをして楽しく過ごしました。

会場は園遊会「いずみの集い」
　紅葉真っ盛りの11月７日、いずみ自治会（　　
悦子会長）では一年の締めくくりの行事として「い
ずみの集い」を開催しました。
　役員さんの気合いの入った料理はプロ並みで、
約150名のおじいちゃんおばあちゃん、子どもたち
が公園に集い、やきそば、焼鳥、ビールなどを頬
張りました。周囲にはマロニエ写真館の社長が丹
誠こめて咲かせた菊の花15鉢が並び、いずみの園
遊会のような雰囲気の楽しい一日となりました。

し　みず　ひで　 よ

こ すげ

いな ば としゆき

たかはし

えつ こ
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きのこ博士になろう！
　11月13日、とちぎわんぱく公園において、壬生ファー
ブル会（大島菊夫会長）によるきのこ狩りが行われました。
　まず、スライドできのこの発生操作について指導を受けた後、
きのこの森に移動しきのこ狩りを行いました。収穫したきの
こは、バター焼きやきのこ汁にしておいしくいただきました。
　また、（株）北研（代表取締役社長川嶋健市氏）より菌床ブロ
ックを一人一ついただき、子どもたちは、教わったことを生
かしておいしいきのこを育てたいと話していました。

栃木県農業担い手躍進大会
優良賞受賞報告

芋煮会で、子どもとお年寄りが秋を楽しむ

　11月19日、認定農業者の篠原正明さん（羽生田）が、
栃木県教育会館で開催された栃木県農業担い手躍進大会
において、優良認定農業者の部で優良賞を受賞し、町長
室に受賞の報告に訪れました。
　この表彰事業は、栃木県担い手育成総合支援協議会が
主催し、望ましい農業構造の実現に向けて農業経営の改
善に積極的に取り組むとともに、地域農業の振興や活性

化に寄与している意欲と能力のある優秀な担い手の優良事例を表彰するものです。
　篠原さんは、低コスト耐候性ハウスを導入して、トマト生産の規模拡大を図り、トマト産地の中核的リ
ーダーとして活躍されていることが評価されました。

　11月14日、NPO夢くらぶむつみと六美南部育成会は、
合同で恒例の芋煮会を開催しました。
　当日は、育成会の親子20人をはじめ地域の人々な
ど45人が参加し、交流を深めました。前日より地元
でとれた野菜を使用し準備された“芋煮”やカレー、
会員が差し入れたお赤飯をはじめ、親子でスペアリ
ブや焼き鳥を焼いて秋の深まりを堪能しました。また、
恒例となっている春、夏、秋にそれぞれ行われる夢
くらぶの各交流会を楽しみにしている地域の高齢者
達も、この日はテントの下で参加者に交じり会話が弾み、楽しい一日を過ごしました。

おおしまきくお

かわしまけんいち

芋煮会で、子どもとお年寄りが秋を楽しむ

しのはらまさあき

造園土木
草刈・伐採
スズメバチ駆除
墓石・石工事
（完成価格65万円～）

お墓ディレクターにご相談下さい

㈱県南環境 TEL 82ー6700
大師町25-5/展示場 ：小金井駅東

聖地公園、他

○壬生町清掃センター焼却設備運転管理業務
○農業集落排水処理施設各処理場巡回管理業務

○日本下水道協会賛助会員 ○日本下水道処理施設管理業協会会員 ○東京商工会議所会員

昭和49年2月設立 維持管理業全般 35年の実績
本　　　社：〒150-0022　東京都渋谷区恵比寿南2-1-8　恵比須OTビル6階
栃木営業所：〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102
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壬生子育て支援チームによる子育て講座
（壬生北小での活動風景）

　
壬
生
町
で
は
、
家
庭
の
教
育
力
を
充

実
、
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
家
庭
教
育

推
進
事
業
「
子
育
て
講
座
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

①
小
学
校
入
学
前
の
保
護
者
対
象

・
子
育
て
や
し
つ
け
な
ど
、
家
庭
教
育

　
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
た
め
の
講
座

②
小
学
校
３
年
生
の
保
護
者
対
象

・
家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す

　
と
と
も
に
、
思
春
期
へ
向
か
う
子
ど

　
も
へ
の
接
し
方
な
ど
を
考
え
る
講
座

③
小
学
校
６
年
生
・
中
学
校
２
年
生
の

保
護
者
対
象
《
思
春
期
講
座
》

・
思
春
期
の
子
ど
も
へ
の
接
し
方
と
と

　
も
に
、
年
々
複
雑
化
、
深
刻
化
す
る

　
問
題
行
動
等
へ
の
対
処
の
仕
方
な
ど

　
を
考
え
る
講
座

　
子
育
て
講
座
で
は
、
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
に
講
師
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
講
座
の
企
画
立
案
、
運

営
に
は
、
町
の
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

の
皆
さ
ん
が
、
大
い
に
活
躍
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
で
は
、
様
々
な
学
習
の
機
会

を
通
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
全
体
で

家
庭
教
育
を
支
え
る
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　11月９日、羽生田小学校において「羽小ふれあいまつり」が行われ、児童が祖父母や地域
のお年寄りとともに楽しいひと時を過ごしました。
　体育館でのオープニングセレモニーでは、全児童による「論語」の素読と手話を付けた合
唱「ビリーブ」の発表を行いました。また、先日とちぎケーブルテレビで放映された郡音楽
祭での全校合奏のビデオを観賞しました。
　その後、グループに分かれ、ふれあい体験活動として、おじいちゃんおばあちゃんに「昔
遊び」や「将棋」・「茶道」を教えていただいたり、「団子」や「水鉄砲」・「ゴム鉄砲」を一
緒に作ったりしました。子どもたちは笑顔いっぱいで、ほほえましい様子がうかがえました。
　また、ふれあい会食では出来立てのお団子をいただき「おいしい。おいしい。」と大好評。
一日お世話になったおじいちゃんおばあちゃんへ、お礼に一緒に撮った記念写真と手作りの
絵手紙やメダルをプレゼントしました。
　互いに声を掛け合い、互いを思いやりながらの活動ができ、子どもたちの心が豊かに育っ
た大変有意義な時間でした。



　
前
回
か
ら
は
２
月
５
日
か
ら
開
催
予

定
の
企
画
展
「
し
も
つ
け
古
墳
群
」
に

つ
い
て
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

黒
川
上
流
部
の
丘
陵
上
に
代
々
築
か
れ

て
き
た
羽
生
田
古
墳
群
に
つ
い
て
主
な

展
示
資
料
も
含
め
て
解
説
し
ま
す
。

　
羽
生
田
古
墳
群
は
国
指
定
史
跡
の
茶

臼
山
古
墳
に
始
ま
り
、
栃
木
県
指
定
史

跡
の
富
士
山
古
墳
・
長
塚
古
墳
、
そ
し

て
最
後
に
桃
花
原
古
墳
が
歴
代
権
力
者

の
お
墓
と
し
て
築
か
れ
ま
し
た
。
時
代

的
に
は
６
世
紀
の
後
半
か
ら
７
世
紀
の

前
半
頃
で
す
か
ら
、
約
70
年
の
間
に

古
墳
群
は
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
羽
生
田
古
墳
群
が
全
国
的
に

注
目
を
さ
れ
て
い
る
の
は
、
埴
輪
の
大

き
さ
で
す
。
先
ほ
ど
の
茶
臼
山
古
墳
と

富
士
山
古
墳
か
ら
は
、
畿
内
の
天
皇
陵

に
匹
敵
す
る
よ
う
な
巨
大
な
埴
輪
群
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
埴
輪
は
専
門
的
な

技
術
と
よ
ほ
ど
の
経
済
力
が
な
い
と
造

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
中
央
の

権
力
者
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
人
物

の
古
墳
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
同
古
墳
群
最
後
の
権
力
者
の
墓

で
あ
る
桃
花
原
古
墳
か
ら
は
、
下
毛
野

で
は
珍
し
い
前
庭
と
い
う
川
原
石
で
造

ら
れ
た
祭
祀
の
場
（
表
紙
・
写
真
）
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
資
料
で
は
、

「
サ
ル
ポ
」
と
称
さ
れ
る
特
殊
な
祭
り

の
道
具
も
出
土
し
て
る
こ
と
か
ら
同
古

墳
に
眠
る
人
物
は
古
代
下
毛
野
の
権
力

者
を
補
佐
す
る
よ
う
な
人
物
の
お
墓
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
初
め
て
茶
臼

山
古
墳
と
富
士
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た

家
形
埴
輪
が
同
時
に
展
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
実
物
の
埴
輪
の
大
き
さ
を
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

発
掘
さ
れ
た
遺
跡
シ
リ
ー
ズ
（
16
）
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　次回は２月生まれのアイドルを募集し
ます。写真は郵送にてお返しします。
【締　　切】１月20日
【必要事項】氏名（ふりがな）、保護者名、
　　　　　　生年月日、電話番号
【申込方法】必要事項を明記の上、役場企
　　　　　　画財政課または稲葉・南犬飼
　　　　　　出張所、生涯学習館まで
【申込先】 町総務部企画財政課情報広報係
　　　　　 〒321－0292　壬生町通町12－22
　　　　　　Eメールアドレス　
　　　　　　info@town.mibu.tochigi.jp




